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は
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『
方
丈
記
』
の
有
名
な
冒
頭
文
で
あ
る
。
冒
頭
第
一
文
〈
ユ
ク
河
―
水
〉
の

叙
述
か
ら
、
第
二
文
を
経
て
第
三
文
〈
人
ト
栖
〉
の
主
題
に
移
る
。
そ
の
後
〈
人

ノ
ス
マ
ヒ
〉〈
ト
コ
ロ
モ
―
人
モ
〉〈
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
〉
の
避
板
法
で
、
こ
の
〈
人

ト
栖
〉
の
主
題
は
展
開
し
て
い
く
。
冒
頭
第
二
文
の
、〈
ユ
ク
河
〉
に
浮
か
ぶ
〈
ウ

タ
カ
タ
〉
が
、
何
故
〈
キ
エ
―
ム
ス
ヒ
テ
〉
な
の
か
、
つ
ま
り
〈
消
滅
―
生
成
〉

の
対
偶
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
章　

問
題
の
所
在

　

冒
頭
第
二
文
は
、
私
見
で
は
、
そ
の
思
考
は
〈
消
滅
―
生
成
〉
が
同
時
に
展

開
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
。
理
由
は
〈
カ
ツ
（
且
）
ハ
〉
の
訓
は
、
行
動
が
並
行

又
は
重
複
し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
使
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る

（
１

。
次
の
一
節
も
、

〈
カ
ツ
キ
エ
〉
〈
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
と
対
応
し
て
い
る
と
既
に
指
摘
さ
れ
る

（
２

。

　
　

朝
ニ　
　

死
ニ

　
　

夕
ニ　
　

生
ル
　ゝ

ナ
ラ
ヒ　

タ
　ゝ

水
ノ
ア
ハ
ニ
ソ
似
リ
ケ
ル

今
成
元
昭
氏
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
一
句
は
二
重
の
意
味
に
お
い
て
一
般
性
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
一
は
出
生
に
先
ん
じ
て
死
亡
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
次

に
朝
の
も
と
に
死
亡
を
、
夕
の
も
と
に
出
生
を
配
し
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
第
一
の
生
死
逆
順
に
つ
い
て
は
、
前
に
う
た
か
た
を
「
か
つ

消、
え、
か
つ
結、
び、
」
と
叙
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
て
死
・
生
の
順

が
決
定
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
解
釈
も
一
応
は
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
も
し

対
句
と
い
う
修
辞
法
に
則
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
う
た
か
た
を
〈
か
つ
結、

び、
か
つ
消、
え、
〉
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
件
の
部
分
を
〈
朝
に
生、
れ、
、
夕
に

死、
す、
る、
〉
と
記
す
方
が
自
然
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
長
明
自
ら
が
次
に

「
生、
れ、
死、
ぬ、
る、
人
、
何
方
よ
り
来、
た、
り、
て
、
何
方
へ
か
去、
る、
」
と
述
べ
る

一
句
に
も
対
応
し
て
文
章
が
整
う
の
で
あ
る

（
３

。

　

こ
の
傍
線
部
の
（
傍
線
部
筆
者
）
「
対
句
と
い
う
修
辞
法
」
と
は
、
今
成
氏

の
念
頭
に
あ
る
も
の
は
漢
文
の
対
句
概
念
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

直
後
の
「
ウ
マ
レ
死
ル
人　

イ
ツ
カ
タ
ヨ
リ
キ
タ
リ
テ　

イ
ツ
カ
タ
ヘ
カ
去
ル
」

と
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、
〈
生
―
死
〉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
こ
か
ら

無
理
な
く
〈
生
・
来
―
死
・
去
〉
の
概
念
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

更
に
今
成
氏
は
、
「
死
」
を
起
点
と
す
る
「
生
死
逆
順
」
と
い
う
点
か
ら
、
長

明
が
「
破
壊
・
消
亡
の
側
か
ら
の
み
世
界
」
を
捉
え
、
『
方
丈
記
』
を
「
消
亡

の
実
感
と
の
み
癒
着
し
た
無
常
観
」
と
釈
す
る
。

　

こ
の
「
生
死
逆
順
」
の
「
常
軌
を
逸
し
た
」（

４

と
さ
れ
る
対
句
は
、
諸
本
に

お
い
て
も
奇
異
に
映
っ
た
ら
し
く
、
〈
朝
―
生
・
夕
―
死
〉
と
書
き
換
え
ら
れ

て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
「
生
死
逆
順
」
の
対
句
は
、
『
発
心
集
』
で
は
全
く

見
ら
れ
な
い

（
５

。
簗
瀬
一
雄
氏
の
指
摘
の
通
り
、
そ
の
思
考
は
長
明
が
意
図
し

た
も
の
と
は
違
う
。

「
朝
に
生
ま
れ
（
生
じ
）
、
夕
に
死
ぬ
る
（
死
す
る
）
」
と
す
る
伝
本
も
、

山
田
本
・
保
㝡
本
・
氏
孝
本
・
名
古
屋
本
・
龍
山
本
の
如
く
、
か
な
り
の

数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
書
写
の
時
点
で
、
生
ま
れ
て
死
ぬ

　
　

『
方
丈
記
』
冒
頭
対
句
考

『
方
丈
記
』
冒
頭
対
句
考

　
　
　
　
　

― 

死
と
生
と
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生
と 

―
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﨑　
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と
い
う
順
序
を
自
然
と
す
る
考
え
に
支
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う

な
る
と
、
生
涯
の
短
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
る
で
あ

ろ
う

（
６

。

　

『
方
丈
記
』

古
本
で
あ
る
大
福
光
寺
本
は
長
明
自
筆
に
極
め
て
近
い
本
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
福
光
寺
本
の
当
該
部
分
を
「
朝
に
生
ま
れ
、
夕
に
死

ぬ
る
」
と
書
き
換
え
て
い
る
諸
本
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
解
釈

の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
諸
本
が
書
き
換
え

た
事
実
は
、
今
成
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
『
方
丈
記
』
の
隠
さ
れ
た
本
質
に
か
か

わ
る
問
題
と
な
る
。

　

こ
の
〈
消
滅
〉
と
〈
生
成
〉
の
思
考
は
、
次
の
二
例
を
合
わ
せ
て
、
冒
頭
序

文
全
体
に
亘
り
四
例
見
ら
れ
る
。

　
　

或
ハ　

コ
ソ　

ヤ
ケ
テ　
　

コ
ト
シ　

ツ
ク
レ
リ

　
　

或
ハ　

大
家　

ホ
ロ
ヒ
テ　

小
家
ト　

ナ
ル

　

「
ヤ
ケ
テ
（
焼
）
」
と
「
ツ
ク
レ
リ
（
造
）
」
と
、「
ホ
ロ
ヒ
テ
（
滅
）
」
と
「
ナ

ル
（
成
）
」
と
、
〈
消
滅
―
生
成
〉
の
文
体
が
互
い
に
響
き
合
う
。
〈
或
ハ
〉
の

反
復
も
、〈
消
滅
―
生
成
〉
が
同
時
に
行
わ
れ
る
さ
ま
を
意
味
す
る
。
そ
れ
で
は
、

〈
消
滅
―
生
成
〉
の
配
列
に
、
我
々
は
果
た
し
て
本
当
に
抵
抗
を
感
じ
る
で
あ

ろ
う
か
。

我
々
の
素
直
な
感
覚
は
、
朝
を
溌
剌
た
る
生
成
の
、
そ
し
て
夕
を
や
る
せ

な
い
消
亡
の
そ
れ
と
し
て
受
け
と
め
る
が
故
に
、
朝
―
死
・
夕
―
生
と
記

し
た
長
明
の
表
現
に
抵
抗
を
感
ず
る

（
７

。

　

「
朝
を
溌
剌
た
る
生
成
」
の
、
「
夕
を
や
る
せ
な
い
消
亡
」
と
し
て
表
現
し

な
か
っ
た
長
明
の
意
図
は
果
た
し
て
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、

長
明
は
「
朝
」
を
「
や
る
せ
な
い
消
滅
」
の
、
「
夕
」
を
「
予
兆
と
し
て
の
生
」

を
感
じ
、
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

対
偶
と
は
複
線
的
思
考
で
あ
り
、
原
則
的
に
、
並
ぶ
二
つ
の
句
は
ど
ち
ら
も

入
れ
替
わ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
中
で
互
い
に
反
襯
す
る
反
対
が
よ
り

す
ぐ
れ
、
力
強
い
対
偶
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
修
辞
論
的
に
は
、

〈
朝
―
生
・
夕
―
死
〉
か
ら
来
る
〈
結
―
消
〉
や
〈
来
―
去
〉
の
、〈
生
成
―
消
滅
〉

の
概
念
が
、
仮
に
、
全
て
に
亘
り
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
幾
度
と
な
く

使
い
古
さ
れ
た
対
義
の
概
念
が
単
に
重
な
っ
て
い
る
だ
け
の
常
識
的
な
並
列
表

現
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

二
章　

〈
死
―
生
〉
の
対
偶
語
と
「
生
き
死
に
」
の
訓
読
語

　

『
方
丈
記
』
は
漢
文
訓
読
の
基
調
に
、
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
そ
の
語
彙
は
、

歌
語
、
和
語
、
訓
読
語
、
字
音
語
が
混
在
し
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
漢

文
訓
読
語
系
統
の
語
彙
が
若
干
優
位
を
保
つ
が
、
原
則
的
に
和
文
語
系
統
と
漢

文
訓
読
語
系
統
の
二
形
対
立
で
進
行
す
る

（
８

。
そ
れ
に
加
え
て
、
対
句
の
修
辞

を
も
用
い
る
。
こ
の
対
句
に
語
彙
の
「
漢
語
訓
読
性
」
と
「
和
語
性
」
の
明
瞭

な
「
固
定
性
」
を
乗
せ
る

（
９

。
対
句
は
万
葉
の
時
代
か
ら
漢
詩
文
の
影
響
を
ふ

ま
え
〈
原
初
的
対
句
〉（
    10

の
土
台
の
上
に
受
容
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
〈
死

ニ
―
生
ル
ゝ
〉
の
対
語
は
、
ま
ず
上
代
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
『
発
心
集
』
に
は
存
在
し
な
い
〈
死
―
生
〉
の
対
偶
語
を
、
上
代

語
と
仮
定
し
、
以
下
論
ず
る
。

　

井
手
至
氏
は
、
『
万
葉
集
』
で
は
〈
生
―
死
〉
で
は
な
く
〈
死
―
生
〉
の
対

偶
例
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
    11

。

「
死し

に

・
生い

き

」
の
対
偶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
語
を
構
成
要
素
と
す
る
対
語

が
生い

き
し
に死

の
二
つ
の
海
を
厭
は
し
み
潮
干
の
山
を
し
の
ひ
つ
る
か
も
（
巻
十

六
・
三
八
四
九
）
に
見
え
て
い
る
が
、
「
い
き
し
に
」
と
い
う
固
有
の
上

代
語
が
存
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
漢
語
（
仏
教
語
）
「
生
死
」
の

訓
読
語
で
あ
っ
て
、
平
安
朝
に
お
い
て
も
用
い
つ
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
こ

の
訓
読
語
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
漢
語
に
は
「
生
死
」
の
ほ
か
に
「
死

生
」
と
い
う
対
語
も
あ
り
、
萬
葉
集
に
お
け
る
対
偶
例
は
い
ず
れ
も
、
こ

一
四
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の
「
死
―
生
」
の
順
に
配
列
さ
れ
、
死し

に

も
生い

き

き
も
同
じ
心
と
結
び
て
し
友

や
違
は
む
我
れ
も
よ
り
な
む
（
巻
十
六
・
三
七
九
七
）
な
ど
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　

前
者
の
「
生
死
の
二
つ
の
海
」
の
歌
は
、
詞
書
に
「
河
原
寺
の
仏
堂
の
倭
琴

の
面
」
に
あ
っ
た
と
説
明
を
持
つ
、「
世
の
中
の
無
常
を
厭
ひ
し
歌
二
首
」
の
一

つ
で
あ
る
。
人
間
の
生
死
輪
廻
の
長
い
苦
し
み
を
一
つ
の
「
生
死
海
」
に
喩
え

る
（

    12

。
仏
陀
が
生
死
輪
廻
の
海
を
干
上
が
ら
せ
て
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
待

望
す
る
歌
で
あ
る
。
後
者
の
「
死
に
も
生
き
も
」
の
歌
は
、
白
髪
の
竹
取
の
翁

に
、
美
し
い
九
人
の
娘
子
等
が
答
え
た
九
つ
の
歌
の
一
首
で
あ
る
。
「
死
ぬ
の

も
生
き
る
の
も
皆
一
緒
に
と
誓
っ
た
友
達
に
ど
う
し
て
背
き
ま
し
ょ
う
か
。
私

も
翁
に
寄
り
ま
し
ょ
う
」
い
う
歌
意
で
あ
る
。
こ
の
娘
子
等
が
和
す
る
直
前
の
、

竹
取
の
翁
の
反
歌
に
も
〈
死
―
生
〉
の
対
偶
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

死
な
ば
こ
そ
相
見
ず
あ
ら
め
生
き
て
あ
ら
ば
白
髪
児
ら
に
生
ひ
ざ
ら
め
や

も
（
巻
十
六
・
三
七
九
二
）

こ
れ
は
、
「
死
ん
で
し
ま
え
ば
白
髪
を
見
な
い
で
も
済
も
う
が
、
生
き
て
い
れ

ば
白
髪
が
娘
さ
ん
た
ち
に
生
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
娘
さ
ん
た
ち
に
も
生

え
る
に
違
い
な
い
」
と
、
翁
が
自
分
の
白
髪
を
娘
ら
と
比
較
し
て
自
虐
的
に

歌
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
〈
死
―
生
〉
の
対
偶
語
は
、
こ
の
巻
十
六
の
三
七
九

七
番
歌
と
三
七
九
二
番
歌
を
含
め
全
体
で
三
例
あ
る
。
三
例
あ
る
中
の
も
う
一

例
が
、
巻
九
の
一
七
八
五
番
長
歌
と
な
る
。

神
亀
五
年
戊
辰
の
秋
八
月
の
歌
一
首

人
と
な
る　

こ
と
は
難
き
を　

わ
く
ら
ば
に　

な
れ
る
我
が
身
は　

死
に

も
生
き
も　

君
が
ま
に
ま
と　

思
ひ
つ
つ
…
…
（
人
跡
成　

事
者
難
乎　

和
久
良
婆
尓　

成
吾
身
者　

死
毛
生
毛　

公
之
随
意
常　

念
乍
）

　

こ
れ
は
七
二
八
年
、
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
が
越
前
国
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
、
笠

金
村
が
そ
の
家
族
に
代
わ
っ
て
詠
ん
だ
歌
と
言
わ
れ
て
い
る

（
    13

。
こ
の
引
用
し

た
箇
所
は
、
「
運
好
く
人
に
生
れ
て
く
る
の
は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
な
の
に
、

偶
然
に
も
人
に
生
れ
た
わ
が
身
は
死
ぬ
の
も
生
き
る
の
も
あ
な
た
の
心
任
せ
に

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

平
安
中
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
『
往
生
要
集
』

で
は
、
「
或
は
朝

あ
し
た

に
生
ま
れ
て
、
暮

ゆ
う
べ

に
死
す
」
の
よ
う
に
〈
朝
・
生
―
暮
・
死
〉

の
対
偶
語
と
な
る
。
上
代
に
使
わ
れ
て
い
た
〈
死
―
生
〉
の
対
偶
語
は
、
漢
詩

文
や
表
白
な
ど
の
広
汎
な
仏
典
要
約
に
よ
り
、
中
古
に
は
〈
生
―
死
〉
に
と
っ

て
か
わ
る
。
訓
読
「
生い

き
し
に死

」
の
語
を
持
つ
歌
は
、
以
後
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
『
源

氏
物
語
』
を
経
て
、
慈
円
の
『
文
集
百
首
』
等
に
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る

（
    14

。

　

次
に
、
長
明
と
同
時
代
頃
ま
で
の
和
歌
を
示
す
（
傍
線
部
筆
者
）
。

よ
み
人
知
ら
ず

生
き
死
な
ん
事
の
心
に
か
な
ひ
せ
ば　

二
度
物
は
思
は
ざ
ら
ま
し

（
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
五　

九
二
八
番
）

こ
れ
は
、
「
恋
し
て
い
る
と
き
、
相
手
の
態
度
次
第
で
、
こ
ち
ら
は
生
き
た
い

死
に
た
い
と
二
度
も
考
え
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
に
」
と
、
生
き
死
に
に
関
わ
る

ほ
ど
め
ま
ぐ
る
し
く
揺
れ
動
く
、
恋
す
る
自
分
の
心
を
詠
っ
て
い
る

（
    15

。

あ
は
れ
と
て
手
を
許
せ
か
し
生
き
死
に
を　

君
に
ま
か
す
る
わ
が
身
と
な

ら
ば 

（
『
源
氏
物
語
』
竹
河
）

夕
霧
の
子
息
で
あ
る
蔵
人
少
将
が
垣
間
見
し
て
、
囲
碁
を
す
る
玉
鬘
の
娘
の
大

君
に
恋
焦
が
れ
る
が
、
大
君
は
母
玉
鬘
の
意
向
に
よ
っ
て
冷
泉
院
に
参
内
が
決

定
す
る
。
大
君
が
参
院
す
る
直
前
、
少
将
の
負
け
じ
魂
だ
け
で
は
冷
泉
院
に
勝

つ
見
込
み
は
無
い
で
し
ょ
う
に
と
の
、
お
付
き
の
中
将
の
君
の
歌
に
、
大
君
が

許
す
か
ど
う
か
の
「
生
き
死
に
」
は
、
中
将
の
君
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
の
蔵

人
少
将
の
返
歌
で
あ
る

（
    16

。
囲
碁
の
勝
負
に
「
生
き
死
に
」
を
掛
け
る
恋
歌
で

あ
る
。

　

そ
し
て
訓
読
語
と
し
て
の
「
い
き
し
に
」
は
、
慈
円
の
和
歌
に
お
い
て
定
着

を
み
る
（
波
線
部
筆
者
）
。

一
五
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生
去
死
来
都
是
幻
、
幻
人
哀
楽
装
何
情

生
き
死
ぬ
る
な
ら
ひ
は
す
べ
て
幻
の　

花
見
る
宿
に
山
お
ろ
し
の
風

（
『
文
集
百
首
』
無
常
十
首
）（
    17

『
白
氏
文
集
』
巻
十
五
に
あ
る
「
放
言
五
首
幷
序
」
の
其
五
の
一
部
を
句
題
と

す
る
。
「
生
れ
た
り
死
ん
だ
り
は
、
す
べ
て
幻
で
あ
る
。
幻
で
あ
る
人
間
の
哀

楽
は
、
一
体
ど
ん
な
こ
の
世
の
現
実
と
か
か
わ
り
が
あ
る
と
い
う
の
か
、
い

や
、
全
く
こ
の
現
実
と
は
何
の
関
係
も
な
い
」（
    18

の
意
を
汲
み
、
「
こ
の
世
の
生

き
死
ぬ
習
わ
し
は
す
べ
て
幻
で
あ
る
。
美
し
い
花
を
愛
で
る
と
は
い
っ
て
も
こ

の
世
は
仮
の
宿
り
で
あ
り
、
な
ん
と
ま
あ
無
常
の
風
が
吹
き
す
さ
ぶ
こ
と
よ
」

と
詠
む
。
「
生
去
死
来
」
と
は
、
「
生
来
死
去
」
の
、
現
実
に
観
点
を
置
い
た
の

と
は
正
反
対
の
、
万
物
の
根
源
で
あ
る
「
道
」
（
大
自
然
）
に
観
点
を
置
い
た

表
現
で
あ
る
と
い
う
。
文
法
的
に
は
、「
生
死
」
の
熟
語
に
反
復
の
接
尾
辞
（
～

去
～
来
）
が
付
き
、
特
に
生
と
死
の
循
環
が
強
調
さ
れ
る
。
長
明
が
〈
朝
ニ
死

ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ
〉
と
し
た
の
に
対
し
、
慈
円
が
『
万
葉
集
』
の
訓
読

に
従
っ
て
「
生
き
死
ぬ
る
な
ら
ひ
」
と
修
正
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
逆
に

長
明
の
特
徴
が
目
立
つ
点
で
も
あ
る
。
『
文
集
百
首
』
は
、
建
暦
二
年
（
一
二

一
二
）
成
立
『
方
丈
記
』
の
六
年
後
、
長
明
死
没
の
二
年
後
、
建
保
六
年
（
一

二
一
八
）
の
詠
と
さ
れ
る
。
「
生
き
死
に
」
は
、
ナ
変
活
用
や
格
助
詞
の
付
属

に
よ
り
、
五
音
の
安
定
感
の
あ
る
音
律
に
変
化
す
る
の
に
対
し
、
「
死
に
も
生

き
も
」
の
歌
は
、
字
余
り
で
あ
る

（
    19

。

　

か
く
て
、
時
代
を
経
る
に
従
い
、
「
死
に
も
生
き
も
」
が
廃
れ
、
訓
読
「
生

き
死
に
」
が
和
歌
に
定
着
を
み
た
の
は
、
字
余
り
で
な
い
か
ら
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
長
明
は
意
図
的
に
『
万
葉
集
』
の
〈
死
―
生
〉

の
対
偶
語
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
漢
土
に
お
け
る
死
生
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
漢
土
に

お
け
る
死
生
観
は
、
一
般
的
に
は
「
生
死
観
」
と
呼
ば
れ
そ
の
根
源
は
、
「
生
」

を
重
視
す
る
姿
勢
か
ら
来
る
。

季
路
問
事
鬼
神
、
子
曰
、
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
、
曰
敢
問
死
、
曰
未
知

生
、
焉
知
死

（
    20

。

　

こ
の
『
論
語
』
の
句
の
対
語
は
〈
生
―
死
〉
で
あ
る
。
そ
の
真
意
は
、
「
人

に
仕
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
神
霊
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。
ま
た
生
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
の
こ
と
が
わ
か
ろ
う
か
。

ま
ず
、
神
霊
や
死
を
問
う
前
に
、
人
や
生
の
意
味
を
問
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
「
生
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
死
が
わ
か
ろ
う
か
」

と
の
言
葉
は
、
現
実
の
生
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
然
る
の
ち
に
死
に
つ
い
て

の
解
明
に
向
か
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
現
実
の
生
を
重
要
視
す
る
姿
勢
は
、

『
老
子
』
も
同
じ
で
あ
る
。

出
生
入
死
、
生
之
徒
十
有
三
、
死
之
徒
十
有
三
、
人
之
生
、
動
之
死
地
、

十
有
三

（
    21

、

『
老
子
』
に
お
い
て
も
、
〈
生
―
死
〉
か
ら
ゆ
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。
こ
の
一
節

に
は
〈
生
―
死
〉
の
対
偶
語
が
三
回
出
現
す
る
。
こ
の
二
人
の
思
想
家
の
関
心

は
、
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、
そ
の
生
き
ざ
ま
を
経
て
人
は
死
に
至
る
と

い
う
点
で
あ
っ
て
、
現
実
か
ら
離
れ
た
死
へ
の
関
心
の
方
向
性
は
薄
い
。
そ
れ

で
は
『
荘
子
』
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

生
也
死
之
徒
、
死
也
生
之
始
、
孰
知
其
紀
。
人
之
生
気
之
聚
也
。
聚
則
為

生
、
散
則
為
死
。
若
生
死
為
徒
、
吾
又
何
患
。
故
萬
物
一
也
。（
    22

『
荘
子
』
は
、
生
死
は
気
が
集
ま
っ
た
り
、
散
じ
た
り
す
る
現
象
で
あ
る
と
説

く
。
老
荘
思
想
に
お
い
て
、
生
は
気
が
凝
縮
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
死
は
気

が
散
じ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
知
北
遊
篇
で
は
、
〈
生
―
死
〉
の
対
偶
語

が
三
回
出
現
し
、
〈
死
―
生
〉
が
一
回
で
あ
る
。
「
死
は
ま
た
生
の
始
ま
り
で
も

あ
る
」
と
述
べ
る
が
、
し
か
し
そ
の
根
本
の
主
張
は
「
人
の
生
や
、
気
の
聚
ま

れ
る
な
り
」
の
一
文
で
あ
っ
て
、
「
力
点
は
、
は
っ
き
り
と
生
の
側
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
」（
    23

で
あ
る
。

一
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三
章　

〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉
の
対
偶
語
に
つ
い
て

　

〈
死
―
生
〉
に
並
ん
で
〈
朝
―
夕
〉
の
対
偶
語
に
つ
い
て
も
、
古
代
の
人
々

は
現
代
と
は
違
っ
た
観
念
を
も
っ
て
い
た
（
傍
線
部
筆
者
）
。

「
朝

あ
し
た

・
夕
へ
」
の
対
偶
語
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
も
、
上
代
語
の

対
語
「
あ
し
た
ゆ
ふ
へ
」
（
巻
十
五
・
三
七
六
七
「
安
之
多
由
布
敝
」
、
平

安
朝
以
降
も
「
あ
し
た
ゆ
ふ
べ
」
）
、
漢
語
の
対
語
「
朝
夕
」
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
考
え
方
に
従
っ
て
、
「
朝
・
夕
へ
」
の
順
序
で
対
偶
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
対
句
の
構
成
上
や
む
な
く
「
夕
へ
―
明

あ
し
た

」
（
巻
二
・
二
一
七
）

の
順
序
に
並
ん
だ
一
例
を
除
く
な
ら
ば
、
「
夕
へ
―
朝
」
の
対
偶
例
は
、

長
歌
に
比
べ
て
、
対
句
意
識
の
希
薄
な
短
歌
の
、
し
か
も
夕
方
か
ら
の
一

続
き
の
現
象
を
叙
述
し
た
例
（
二
三
九
一
・
三
〇
三
八
・
三
〇
三
九
）
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

（
    24

。

こ
の
傍
線
部
の
、
夕
方
か
ら
真
夜
中
を
経
て
朝
に
至
る
一
続
き
の
連
続
の
時
間

に
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
『
方
丈
記
』
後
半
部
、
夜
か
ら
一
日
が
始
ま
る

こ
と
を
示
し
た
〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉
の
対
偶
語
が
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
形
容

詞
の
終
止
形
に
「
ト
イ
ヘ
ト
モ
」
の
逆
接
の
条
件
節
が
つ
い
た
対
句
文
で
あ
る
。

ホ
ト
セ
ハ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ　
　

ヨ
ル
フ
ス
ユ
カ
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ル
ヰ
ル
座
ア
リ　

　

方
丈
の
庵
を
結
ん
で
五
年
程
経
っ
て
後
、
都
の
貴
族
ら
が
次
々
と
亡
く
な
っ

て
い
く
が
、
日
野
の
外
山
の
庵
で
の
生
活
は
何
事
も
な
く
満
ち
足
り
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
対
偶
語
の
配
列
は
〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉
で

あ
る
。
夕
方
を
含
め
、
夜
と
朝
を
経
て
昼
に
至
る
一
続
き
の
時
間
を
表
し
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
夜
か
ら
昼
へ
の
連
続
の
時
間
を
表
わ
す
も
の
と
し

て
、
井
手
氏
は
更
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）
。

「
昼
・
夜
（
日
・
夜
）
」
の
対
偶
語
に
関
し
て
は
、
国
語
の
対
語
が
「
よ
る

ひ
る
」
（
巻
四
・
七
一
六
「
夜
昼
」
、
平
安
朝
以
降
も
「
よ
る
ひ
る
」
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
漢
語
の
対
語
は
「
昼
夜
・
日
夜
」
で
あ
る
。
わ
が
国

に
は
、
昼
中
心
に
朝
か
ら
一
日
が
始
ま
る
と
い
う
考
え
方
と

（
    25

、
夜
中
心

に
夕
方
か
ら
一
日
が
始
ま
る
と
い
う
考
え
方
が
元
来
あ
っ
た
が
、
「
昼
夜
、

日
夜
」
と
い
う
漢
語
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
漢
土
の
思
想
が
輸
入
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
前
者
の
考
え
方
が
、
わ
が
国
で
も
有
力
と
な
り
、
萬
葉

時
代
に
お
い
て
も
、
「
よ
る
ひ
る
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
後
者
の
考
え

方
は
、
す
で
に
劣
勢
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
（
中
略
）
と
こ

ろ
が
、
萬
葉
集
に
は
「
夜
―
昼
（
夜
―
日
）
」
の
順
に
配
列
さ
れ
た
対
偶

例
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
…
…
夜よ

る

は
も　

夜よ

の
こ
と
ご
と　

昼
は
も　

日
の
こ
と
ご
と
…
…
（
巻
二
・
一
五
五
、
額
田
王
）
…
…
ぬ
ば

た
ま
の　

夜
は
す
が
ら
に　

あ
か
ら
ひ
く　

日ひ

も
暮
る
る
ま
で
…
…
（
巻

四
・
六
一
九
、
大
伴
坂
上
郎
女
）
今
は
我
は
死
な
む
よ
我
が
夫せ

恋
す
れ
ば

一
夜よ

一
日
安
け
く
も
な
し
（
巻
十
二
・
二
九
三
六
）
の
よ
う
に
、
い
ず
れ

も
女
性
の
作
歌
で
あ
る
こ
と
が
、
注
意
せ
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
固
有
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
こ
の
〈
夜
―
昼
〉
の
用
法
は
、
記
紀
や

祝
詞
な
ど
に
も
残
存
し
て
い
る
と
す
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
『
方
丈
記
』
冒
頭

部
分
の
〈
朝

ア
シ
タ

―
夕

ユ
フ
ヘ

〉
の
対
偶
語
は
そ
の
ま
ま
、
「
昼
夜
・
日
夜
」
な
ど
の
漢
土

の
概
念
の
影
響
後
に
補
強
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
我
が
国
に
固
有
に
存
在
し

た
と
推
定
さ
れ
る
、
連
続
の
時
間
を
表
わ
す
対
偶
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
更
に
〈
死

ニ
―
生
ル
ゝ
〉
に
正
確
に
相
関
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
「
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
」
の
〈
朝
―
夕
〉
は
、〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉

の
対
偶
語
と
同
じ
固
有
の
時
間
通
念
の
表
出
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
「
朝ア

サ

」
「
夕ユ

フ

」
は
、
そ
の
対
偶
語
の
熟
語
的
性
質
が
強
く

あ
っ
て
、「
ア
サ
ユ
フ
」
に
は
な
る
が
、
決
し
て
「
ユ
フ
ア
サ
」
に
は
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
と
「
朝
夕
」
の
、
訓
読
語
か
ら
の
始
ま
り
が
考
え
ら
れ
、〈
ア
シ
タ
〉〈
ユ

フ
ヘ
〉
が
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
和
語
と
し
て
の
属
性
が

強
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

（
    26

。

一
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多
田
一
臣
氏
は
、
推
古
朝
以
前
、
日
の
出
の
神
の
時
間
の
終
わ
り
と
と
も
に
、

「

政
ま
つ
り
ご
と」

、
つ
ま
り
理
務
を
停
め
た
行
為
が
推
古
朝
に
な
っ
て
、
「
朝
政
」
と
い
う

概
念
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
役
人
は
日
の
出
頃
に
出
仕
し
、

正
午
頃
に
勤
務
を
終
え
る
と
い
う
形
式
に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
が
以
後
『
延
喜
式
』

ま
で
守
ら
れ
た
と
指
摘
す
る

（
    27

。
漢
土
に
お
い
て
は
、
政
治
は
人
間
の
世
界
に

属
し
昼
に
行
わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
「

政
ま
つ
り
ご
と」

は
、
伝

統
的
に
神
の
世
界
に
属
し
夜
に
執
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
近
藤
信

義
氏
は
〈
朝
―
夕
〉
は
、
〈
夜
―
昼
〉
よ
り
も
、
こ
の
二
つ
の
世
界
に
区
別
す

る
こ
と
が
難
し
い
時
間
帯
と
指
摘
す
る
。

一
日
の
時
間
の
区
分
は
大
き
く
わ
け
る
と
昼
と
夜
と
の
二
つ
の
世
界
を

も
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
代
の
歌
や
物
語
の
表
現
の
方
か
ら
追
っ
て

ゆ
く
と
、
こ
の
二
つ
の
世
界
に
入
り
切
ら
な
い
、
い
わ
ば
こ
の
二
つ
の
世

界
の
〈
間

は
ざ
ま

〉
の
時
間
、
そ
れ
は
光
の
不
確
か
な
薄
明
の
頃
合
が
事
件
の
起

こ
る
領
域
と
し
て
、
つ
ま
り
霊
的
な
る
も
の
と
人
と
の
交
流
が
し
き
り
に

語
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
時
間
帯
と
し
て
の
領
域
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
そ
れ
が
〈
朝

あ
し
た

〉
と
〈
夕

ゆ
う
べ

〉
で
あ
る
。
こ
の
〈
間

は
ざ
ま

〉
の
時
間
の
出
来

事
が
人
々
の
関
心
事
で
あ
り
、
人
々
は
こ
の
時
間
に
顕
れ
る
外
界
の
事
象

を
人
の
運
命
に
関
わ
る
様
々
な
兆
し
と
し
て
見
な
し
て
い
た
、
と
捉
え
る

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る

（
    28

。

　

〈
夕
〉
は
、
万
葉
の
時
代
は
「
夕
占
」
「
夕
卜
」
等
の
呪
術
が
行
わ
れ
る
時

間
帯
で
あ
っ
た
。
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
辺
り
一
面
ほ
の
か
に
薄
暗
く
な
っ

て
ゆ
く
時
間
帯
は
霊
魂
が
徘
徊
し
、
夜
の
闇
に
突
入
す
れ
ば
、
神
霊
が
闇
を
照

ら
し
な
が
ら
行
動
す
る
世
界
観
が
存
在
し
た
。
〈
夕
〉
は
、
「
霊
威
の
濃
く
顕

れ
る
時
間
と
い
う
幻
想
」
に
支
配
さ
れ
て
い
た

（
    29

。
逆
に
〈
朝
〉
は
、
「
鶏
鳴
」

の
時
で
あ
り
、
神
が
退
場
す
る
時
間
、
人
の
世
界
で
は
通
い
男
が
女
の
も
と
を

去
る
時
間
で
あ
る
。
そ
し
て
生
け
る
も
の
が
死
に
向
か
う
時
間
帯
で
も
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
三
十
八
年
七
月

餓
の
牡
鹿
は
、
「
鶏
鳴
」
の
頃
、
夢

で
射
殺
さ
れ
る
夢
を
見
、
果
た
し
て
夢
に
見
た
よ
う
に
猟
人
に
出
会
い
「
未あ

及け

昧ぼ

爽の

」
の
刻
限
、
射
殺
さ
れ
て
し
ま
う

（
    30

。
「
鶏
鳴
」
は
午
前
二
時
前
後
、「
暁
」

は
午
前
四
時
前
後
で
あ
る
と
い
う

（
    31

。
「
未
及
昧
爽
」
は
、
夜
が
白
々
と
明
け

よ
う
と
す
る
時
間
帯
で
あ
る
。
こ
の

餓
の
牡
鹿
は
、
神
が
退
場
す
る
頃
合
い

の
「
鶏
鳴
」
に
夢
告
を
見
、
「
未
及
昧
爽
」
の
時
間
、
つ
ま
り
「
朝

ア
シ
タ

」
に
命
を

失
う
。
『
日
本
霊
異
記
』
第
十
二
「
人
・
畜
に
履
ま
れ
し
髑
髏
の
、
救
ひ
収
め

ら
へ
て
霊
し
き
表
を
示
し
て
、
現
に
報
い
し
縁
」
で
は
、
兄
に
殺
さ
れ
た
死
霊

は
十
二
月
の
晦
の
夕
方
、
学
問
僧
道
登
の
従
者
で
あ
る
万
呂
の
も
と
へ
出
現
し

て
恩
返
し
を
す
る
と
「
後
夜
」
に
は
去
っ
て
ゆ
く

（
    32

。
「
後
夜
」
は
、
午
前
四

時
前
後
の
二
時
間
で
あ
る

（
    33

。
大
江
匡
房
「
狐
媚
記
」
で
は
、
増
珍
律
師
の
も

と
に
夕
方
、
狐
が
化
け
た
ら
し
い
老
媼
の
怪
異
が
発
生
す
る
。

そ
の
日
の
夕
に
臨
み
て
、
媼
重
ね
て
来
た
り
屈
す
。
律
師
請
に
赴
き
て
、

六
条
朱
雀
の
大
路
に
到
り
ぬ
。
人
家
堂
、
荘
厳
せ
る
こ
と
常
の
ご
と
し
。

僧
供
を
設
く
と
い
へ
ど
も
、
役
送
の
人
な
し
。
簾
の
中
に
手
を
拍
ち
て
、

偶
酒
盃
を
出
せ
り
。
律
師
怪
び
て
、
あ
へ
て
饌
に
就
か
ざ
り
き
。
先
づ
講

座
に
登
り
て
、
鐘
を
打
つ
こ
と
一
声
に
し
て
、
燈
の
色
忽
に
青
し
。
儲
く

る
と
こ
ろ
の
饌
も
、
ま
た
こ
れ
糞
穢
の
類
な
り
き
。
事
々
に
違
例
な
り
。

心
神
迷
惑
し
、
半
死
に
て
遁
れ
去
り
ぬ

（
    34

。

儒
学
者
ら
し
く
、
「
そ
の
日
の
夕
」
と
呼
称
し
て
い
る
の
は
、
匡
房
が
一
日
の

始
ま
り
を
「
朝
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
が
、
し
か
し
怪
異
が
出

現
す
る
の
は
依
然
と
し
て
「
夕
」
で
あ
る
。

　

夕
顔
巻
で
は
、
荒
れ
果
て
た
某
院
で
源
氏
の
夢
枕
に
霊
女
が
出
現
す
る
時
間

は
、
「
よ
ひ
過
ぐ
る
ほ
ど
」
、
午
後
十
時
を
過
ぎ
る
頃
で
あ
る
。
霊
女
が
枕
元
で

夕
顔
の
息
を
絶
え
さ
せ
、
ま
た
「
も
の
の
足
音
」
が
「
ひ
し
〳
〵
と
踏
み
鳴
ら
」

し
活
動
す
る
時
刻
は
、
「
夜
中
も
過
ぎ
に
け
ん
か
し
」
の
頃
で
あ
る
。
霊
威
の

強
い
悪
霊
は
真
夜
中
に
や
っ
て
来
て
活
動
す
る

（
    35

。
「
か
ら
う
し
て
鳥
の
声
は

る
か
に
聞
こ
ゆ
る
」
、
鶏
鳴
の
時
分
に
夕
顔
の
死
が
確
定
し
、
御
法
巻
で
は
、

一
八



312 伊　崎　久　美

紫
の
上
も
ま
た
、
「
明
け
は
つ
る
ほ
ど
」
に
息
を
引
き
取
る
。

　

『
竹
取
物
語
』
の
冒
頭
、
竹
取
の
翁
は
「
あ
さ
ご
と
夕
ご
と
に
見
る
竹
」
の

中
に
、
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
る
。
「
あ
さ
夕
」
は
、
〈
ア
サ
―
ヒ
ル
―
ユ
フ
〉
の

昼
か
ら
の
時
間
区
分
の

初
の
呼
称
で
あ
り
、
「
ア
シ
タ
」
「
ユ
フ
ベ
」
は
、
上

代
の
夜
を
中
心
に
し
た
時
間
の
呼
称
で
あ
る

（
    36

。
ま
た
、
〈
ア
シ
タ
―
ユ
フ
ベ
〉

と
〈
ア
サ
―
夕
〉
は
、
実
際
上
は
同
じ
時
間
帯
を
指
し
た
。
竹
取
の
翁
は
、「
ア

サ
」
か
「
夕
」
か
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
の
時
間
帯
に
か
ぐ
や
姫
を
発
見
し
た
の

か
を
言
及
し
な
い
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
で
も
問
題
な
く
、
「
ア
サ
」
も
「
夕
」

も
霊
威
が
出
現
す
る
時
間
帯
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
世
の
夕
方
、
霊
威
が
出
現
し
、
朝
に
命
が
去
る
あ
ら
す
じ
は
、『
方
丈
記
』

の
当
該
部
分
、
〈
朝
ニ
死
ニ
―
夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
の
対
偶
と
合
致
す
る
。
〈
夕
〉
か

ら
〈
朝
〉
ま
で
の
一
続
き
の
時
間
帯
は
、
神
や
霊
魂
が
活
動
を
行
う
連
続
し
た

時
間
帯
で
あ
る
。
〈
夕
〉
の
、
人
間
の
営
み
が
静
ま
り
神
の
活
動
が
本
格
化
す

る
前
、
辺
り
一
面
薄
明
の
時
間
帯
に
霊
的
な
何
か
が
〈
生
ル
ゝ
〉
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
〈
夕
〉
は
呪
的
な
霊
威
が
出
現
す
る
時
間
帯
で
あ
る
。
〈
朝
〉

に
は
生
け
る
者
は
命
を
失
い
、
神
霊
は
現
実
の
こ
の
見
え
る
「
顕
界
」
か
ら
退

場
す
る
。
一
日
の
〈
夕
〉
か
ら
〈
朝
〉
ま
で
は
、
神
霊
や
他
界
か
ら
や
っ
て
く

る
霊
魂
た
ち
が
活
動
す
る
時
間
帯
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
生
命
の
〈
顕
界
〉

と
そ
れ
以
外
、
つ
ま
り
〈
幽
界
〉
と
の
相
互
移
動
を
描
い
た
も
の
が
、
〈
朝
ニ

死
ニ　

夕
ニ 

生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ
〉
で
あ
る
。
「
顕
」
と
「
幽
」
が
存
在
し
行
き
来

す
る
。
〈
朝

ア
シ
タ

〉
と
〈
夕

ユ
フ
ヘ

〉
に
死
と
生
が
同
時
に
連
続
し
て
存
在
す
る
「
幽
顕
連

続
の
生
命
観
に
裏
付
づ
け
ら
れ
て
」（
    37

い
る
。
長
明
は
「
顕
幽
連
続
の
生
命
観
」

を
上
代
か
ら
の
時
間
の
呼
称
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

尚
、
こ
の
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
の
部
分
は
、
古
注
の
『
首
書
』
は

『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
を
典
拠
と
す
る
が
、
し
か
し
金
谷
治
氏
は
、
「
朝
菌
」
と
は

き
の
こ
の
一
種
で
は
な
く
朝
生
暮
死
の
「
虫
」
の
名
と
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ

る
（

    38

。
「
晦
朔
」
と
は
、
古
く
か
ら
一
日
の
夜
と
朝
と
み
る
説
が
あ
る
が
、
『
荘

子
』
の
本
文
に
従
え
ば
、
夜
と
朝
を
知
ら
な
い
と
は
、
そ
の
「
虫
」
が
昼
間
だ

け
の
短
い
寿
命
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
短
い
寿
命
と
解
釈
す
る
の
は
、「
朝

に
生
ま
れ
、
夕
に
死
ぬ
る
」
と
書
き
換
え
て
い
る
諸
本
に
続
き
誤
解
す
る
こ
と

に
な
る
。
従
っ
て
、
上
代
語
の
時
間
の
呼
称
が
妥
当
な
解
釈
と
考
え
る
。

四
章　

「
古
事
記
」
〈
死
―
生
〉
観

　

〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉
が
一
日
の
時
間
の
二
分
割
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
分
割
で

き
な
い
は
ざ
ま
の
時
間
帯
が
〈
朝

ア
シ
タ

〉
〈
夕

ユ
フ
ヘ

〉
で
あ
る
。
〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉
が
二
分

割
で
き
る
の
は
、
辺
り
一
面
の
、
明
確
な
暗
さ
と
明
る
さ
に
因
る
も
の
で
あ
る
。

〈
朝
〉
〈
夕
〉
の
時
間
帯
は
、
暗
さ
と
明
る
さ
の
混
合
し
た
不
明
瞭
な
世
界
観
を

示
す
。
薄
明
り
の
〈
朝
〉
と
薄
暮
の
〈
夕
〉
の
時
分
、
〈
死
ニ
〉
〈
生
ル
ゝ
〉
生

命
の
不
可
思
議
な
霊
威
が
起
き
る
。
長
明
の
理
解
す
る
〈
朝
〉
と
は
、
現
実
の

「
顕
」
の
世
界
で
生
命
が
途
絶
え
る
時
間
で
あ
り
、
〈
夕
〉
と
は
生
命
が
や
っ
て

来
る
時
間
で
あ
る
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
「
顕
」
と
「
幽
」
の
空
間
を
移

動
す
る
。
「
幽
界
」
と
「
顕
界
」
が
連
絡
し
て
い
る
様
態
は
、
私
見
で
は
、
イ

ザ
ナ
ギ
の
黄
泉
国
訪
問
の
箇
所
が
源
流
と
考
え
る
。
こ
こ
で
、
〈
死
―
生
〉
の

対
偶
が
出
現
し
て
い
る
。

後
に
そ
の
妹
伊
耶
那
美
の
命
、
身
み
づ
か
ら
追
ひ
来
ま
し
き
。
こ
こ
に

千
引
の
石
を
そ
の
黄
泉
比
良
坂
に
引
き
塞
へ
て
、
そ
の
石
を
中
に
置
き

て
、
お
の
も
お
の
も
対
き
立
た
し
て
、
事
戸
を
度
す
時
に
、
伊
耶
那
美
の

命
の
り
た
ま
は
く
、
「
愛
し
き
我
が
汝
兄
の
命
、
か
く
し
た
ま
は
ば
、
汝

の
国
の
人
草
、
一
日
に
千
頭
絞
り
殺
さ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に

伊
耶
那
岐
の
命
、
詔
り
た
ま
は
く
、
「
愛
し
き
我
が
汝
妹
の
命
、
汝
然
し

た
ま
は
ば
、
吾
は
一
日
に
千
五
百
の
産
屋
を
立
て
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

こ
こ
を
以
ち
て
一
日
に
か
な
ら
ず
千
人
死
に
、
一
日
に
か
な
ら
ず
千
五
百

人
な
も
生
ま
る
る
（
是
以
一
日
必
千
人
死
、
一
日
必
千
五
百
人
生
也
）（
    39

。

一
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妻
を
慕
い
黄
泉
国
に
ま
で
追
い
か
け
て
き
た
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
妻
の
恥
を
見
て
驚

い
て
葦
原
中
国
へ
逃
げ
帰
ろ
う
と
す
る
。
悔
し
が
る
イ
ザ
ナ
ミ
は

後
に
み
ず

か
ら
追
い
か
け
て
く
る
と
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
葦
原
中
国
と
の
境
の
黄
泉
比
良
坂
に

大
き
な
石
を
塞
い
で
離
別
の
言
葉
を
交
わ
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
神
野
志
隆
光

氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
（
傍
線
部
筆
者
）
。

坂
の
向
こ
う
に
黄
泉
国
が
あ
っ
て
、
逃
げ
帰
っ
て
き
た
坂
の
こ
ち
ら
側
に

イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
協
力
し
て
つ
く
っ
て
き
た
葦
原
中
国
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
両
者
（
黄
泉
国
と
葦
原
中
国
）
の
関
係
は
、
黄

泉
国
が
地
下
で
葦
原
中
国
が
地
上
に
あ
る
と
い
う
関
係
だ
と
は
ど
う
し
て

も
受
け
取
れ
な
い
。
二
つ
の
世
界
の
関
係
は
坂
を
通
じ
て
、
向
こ
う
側
に

黄
泉
国
、
こ
ち
ら
側
に
葦
原
中
国
が
あ
る
と
い
う
だ
け
だ
。
そ
の
二
つ
の

世
界
は
決
し
て
地
上
と
か
地
下
と
い
う
関
係
で
は
な
く
て
、
同
じ
地
上
の

世
界
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
坂
を
通
じ
て
区
切
ら
れ
る
世
界
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
る

（
    40

。

　

私
達
が
住
む
こ
の
世
の
葦
原
中
国
と
あ
の
世
で
あ
る
黄
泉
国
は
、
一
直
線
上

に
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、「
顕
」
と
「
幽
」
の
世
界
が
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
葦
原
中
国
の
人
草
は
こ
の
一
直
線
上
の
空
間
を
出
入
り
し
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
。
「
一
日
に
か
な
ら
ず
千
人
死
に
、
一
日
に
か
な
ら
ず
千
五
百
人
な

も
生
ま
る
る
」
の
箇
所
は
、
「
神
な
ら
ざ
る
青
人
草
は
生
き
死
に
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
」（
    41

生
命
観
を
開
示
す
る
。
黄
泉
国
は
暗
黒
の
世
界
で
は
な
く
「
俗
世
と
そ

れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
明
る
さ
の
世
界
」（
    42

と
い
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
一
日
の

〈
夕
〉
と
〈
朝
〉
の
時
間
帯
に
こ
そ
、
「
顕
界
」
（
葦
原
中
国
）
と
「
幽
界
」
（
黄

泉
国
）
が
互
い
に
交
流
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
の
黄
泉
国

訪
問
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
後
追
い
が
顕
界
と
幽
界
の
連
結
を
示
し
て
い
る
の
に
加
え

て
、
暗
黒
世
界
は
、
黄
泉
神
が
居
住
す
る
「
殿
内
」
（
宮
殿
）
で
あ
る
。
こ
れ

も
ま
た
真
夜
中
に
神
霊
と
悪
霊
と
が
活
発
に
活
動
す
る
世
界
観
と
重
な
る
。
そ

こ
に
は
、
神
霊
と
黄
泉
大
神
と
時
間
的
な
出
現
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ

て
よ
い
。
イ
ザ
ナ
ミ
は
死
に
、
つ
ま
り
顕
界
に
居
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
黄

泉
国
に
移
動
す
る
。
「
殿
内
」
に
入
っ
て
い
く
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
蛆
が
体
中
に
湧

き
身
体
各
部
に
巣
食
う
雷
を
抱
く
イ
ザ
ナ
ミ
を
直
視
す
る
。
こ
の
と
き
暗
黒

の
「
殿
内
」
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
同
時
に
存
在
し
、
云
わ
ば
、「
青

人
草
」
に
死
を
も
た
ら
す
神
と
生
を
も
た
ら
す
神
が
混
然
一
体
と
化
し
て
い

る
。
長
明
は
、
こ
の
二
神
よ
り
の
死
と
生
の
力
強
さ
を
、
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ

生
ル
ゝ
〉
の
、
反
襯
の
対
偶
で
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
逆
に
訓
読
「
生

き
死
に
」
は
そ
の
根
底
に
仏
教
的
な
世
界
観
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
人
は
〈
生
―

死
〉
の
生
涯
を
終
え
れ
ば
、
生
前
の
行
い
で
各
々
に
応
じ
て
裁
き
が
下
る
と
さ

れ
る
、
『
往
生
要
集
』
に
あ
る
厭
離
穢
土
の
世
界
観
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
む

し
ろ
、
更
に
深
く
力
強
い
〈
死
―
生
〉
の
、
人
間
の
生
命
の
根
源
を
、
長
明
は

示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

か
く
し
て
、
こ
の
顕
幽
両
世
界
の
行
き
来
は
理
屈
な
く
現
代
の
日
本
人
に
も

受
け
つ
が
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
私
達
は
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
と
記

し
た
長
明
に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。

五
章　

〈
カ
ツ
キ
エ
―
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉

　

イ
ザ
ナ
ミ
と
イ
ザ
ナ
ギ
の
言
い
争
い
に
つ
い
て
の
核
心
は
、
言
い
負
け
・
言

い
勝
ち
で
あ
る
と
の
考
察
が
あ
る
。

そ
の
中
核
的
な
意
義
・
用
途
と
い
ふ
の
は
、
言
ひ
争
ひ
そ
の
も
の
、
言
ひ

勝
ち
、
言
ひ
負
け
そ
の
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
言
ひ
争
ひ
に
負
く
る
と

い
ふ
こ
と
は
、
災
禍
が
お
の
れ
の
側
に
落
下
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ

か
ら
、
黄
泉
国
の
災
禍
か
ら
顕
国
を
防
護
し
安
全
に
し
よ
う
と
す
る
た
め

に
は
、
諾
神
は
、
ど
う
し
て
も
冉
神
と
の
言
ひ
争
ひ
に
於
て
言
ひ
勝
た
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（
    43

。

　

イ
ザ
ナ
ギ
が
イ
ザ
ナ
ミ
に
言
い
勝
っ
た
か
ど
う
か
は
『
古
事
記
』
は
述
べ
な

二
〇
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い
。
し
か
し
イ
ザ
ナ
ギ
は
イ
ザ
ナ
ミ
の
言
を
否
定
し
な
け
れ
ば
、
「
穢
き
国
」

の
災
禍
が
己
が
国
に
落
下
す
る
。
二
神
の
言
い
争
い
は
、
相
手
の
発
す
る
否
定

的
な
言
を
こ
ち
ら
側
が
必
ず
肯
定
で
返
す
と
い
う
言
霊
の
咒
言
を
も
表
わ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
〈
肯
定
―
否
定
〉
で
も
〈
否
定
―
肯
定
〉
で
も
対
偶
的

に
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
配
列
の
形
態
と
し
て
〈
否
定
―
肯
定
〉
を
優
先
と
す

る
言
霊
思
想
が
や
は
り
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
〈
キ
ユ
〉
と
〈
ム
ス
フ
〉
の
語

を
並
べ
た
場
合
、
〈
否
定
―
肯
定
〉
の
形
式
は
決
定
的
と
な
る
。
そ
れ
は
、
〈
ム

ス
フ
〉
の
語
が
、
上
代
か
ら
中
古
に
か
け
て
よ
り
霊
的
象
徴
性
の
強
い
語
と
考

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
る
。

　

〈
キ
エ
―
ム
ス
ヒ
テ
〉
の
対
偶
語
は
和
歌
史
の
中
で
は
、
維
摩
経
十
喩
の
和

歌
に
見
出
せ
る
（
傍
線
部
、
波
線
部
筆
者
）
。（
    44

ゆ
い
ま
ゑ
の
十
の
た
と
へ　

こ
の
身
あ
わ
の
ご
と
し

こ
こ
に
消
え
か
し
こ
に
結
ぶ
水
の
淡
の　

う
き
世
に
す
め
る
身
に
こ
そ
有

り
け
れ 

『
公
任
集
』（
    45

『
和
漢
朗
詠
集
』
を
撰
進
し
た
藤
原
公
任
の
こ
の
歌
は
『
千
載
和
歌
集
』
に
も

採
録
す
る
。

維
摩
経
十
喩
に
、
此
の
身
は
水
の
泡
の
如
し
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け

る 

前
大
納
言
公
任

こ
ゝ
に
消
え
か
し
こ
に
結
ぶ
水
の
沫
の　

う
き
世
に
め
ぐ
る
身
に
こ
そ
あ

り
け
れ

（
    46

維
摩
経
十
喩
と
は
、
維
摩
詰
が
方
便
と
し
て
病
気
に
な
っ
て
み
せ
、
見
舞
い
に

訪
れ
た
国
王
、
大
臣
、
婆
羅
門
等
に
、
自
身
の
病
を
以
っ
て
十
の
比
喩
で
仏
陀

の
教
え
を
説
い
た
も
の
を
言
う
（
『
維
摩
経
』
方
便
品
）
。
そ
の
中
の
十
の
喩
え

を
釈
教
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
水
の
淡
（
沫
）
」
を
喩
え
た
維
摩
経
十
喩
の

典
拠
は
、
第
一
と
第
二
の
句
で
あ
る
。

是
身
如
聚
沫
不
可
撮
摩
。

是
身
如
泡
不
得
久
立

（
    47

。

　

国
枝
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
と
第
二
の
「
聚
沫
」
「
泡
」
を
詠
み

分
け
ず
、
一
つ
に
「
水
の
あ
わ
」
と
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ
ろ
う

（
    48

。
そ
し
て
同

時
性
を
持
つ
「
『
消
え
―
結
ぶ
』
泡
の
様
子
」
で
、
「
仏
教
的
な
輪
廻
の
様
相
」

を
平
易
に
説
明
し
て
い
る

（
    49

。

　

維
摩
経
十
喩
を
引
い
た
釈
教
歌
は
、
長
明
の
生
き
た
時
代
頃
ま
で
に
、
『
赤

染
衛
門
集
』
『
風
情
集
』
『
禅
林
瘀
葉
集
』
『
明
日
香
井
和
歌
集
』
が
あ
る
が
、

公
任
の
歌
の
み
が
勅
撰
集
に
採
録
さ
れ
る
。
特
に
、
公
任
の
歌
が
著
名
な
歌
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
無
論
、
長
明
が
維
摩
経
十
喩
和
歌
に
知
見
が
無

い
と
は
あ
ま
り
想
定
で
き
な
い

（
    50

。
私
家
集
で
維
摩
経
十
喩
の
「
是
身
如
聚
沫

不
可
撮
摩
。
是
身
如
泡
不
得
久
立
」
の
部
分
を
引
い
て
い
る
歌
を
、
次
に
示
す

（
二
重
傍
線
部
、
波
線
部
筆
者
）
。

　
　
　
　

こ
の
身
は
あ
つ
ま
れ
る
あ
は
の
ご
と
し

う
き
な
が
ら
身
に
は
た
と
へ
ん
水
の
あ
は
の　

た
め
し
に
と
ら
ば
き
え
ぬ

べ
き
か
な

　
　
　
　

み
づ
の
あ
は
の
ご
と
し

雨
ふ
れ
ば
み
づ
に
う
か
べ
る
う
た
か
た
の　

久
し
か
ら
ぬ
は
我
身
な
り
け
り

『
赤
染
衛
門
集
』（
    51

　
　
　
　

こ
の
身
あ
わ
の
ご
と
し

い
か
に
せ
ん
な
が
る
る
と
し
の
さ
だ
め
な
く　

う
か
ぶ
み
な
わ
の
き
え
や

す
き
身
を 

『
風
情
集
』（
    52

　
　
　
　

維
摩
経
十
喩
之
中
に
、
此
身
如
聚
沫

か
は
の
瀬
に
お
ち
あ
つ
ま
れ
る
み
づ
の
あ
わ
の　

き
え
ず
は
あ
り
と
た
の

む
べ
き
身
か 

『
禅
林
瘀
葉
集
』（
    53

　
　

是
身
如
聚
沫

は
や
く
ゆ
く
い
は
ま
の
水
の
わ
く
ら
ば
に　

う
き
て
も
め
ぐ
る
あ
は
れ
よ

の
中

　
　

是
身
如
浮
泡

二
一
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に
は
た
づ
み
は
か
な
く
む
す
ぶ
う
た
か
た
の　

き
ゆ
る
も
よ
そ
の
袖
の
う

へ
か
は 

『
飛
鳥
井
和
歌
集
』（
    54

　

こ
れ
ら
を
見
て
い
っ
た
と
き
に
、
第
一
の
喩
「
聚
沫
」
が
〈
水
の
あ
わ
〉
に

釈
さ
れ
、
第
二
の
喩
「
泡
」
が
歌
語
の
〈
う
た
か
た
〉
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　

藤
原
公
重
は
「
泡
」
を
「
み
な
わ
（
水
沫
・
水
泡
）
」
と
す
る
。
「
み
な
わ
」

は
「
水み

之の

泡あ
わ

」
の
転
と
考
え
ら
れ
、
〈
う
た
か
た
〉
と
同
じ
よ
う
に
、
は
か
な

い
も
の
の
た
と
え
で
あ
る

（
    55

。
飛
鳥
井
雅
経
は
「
聚
沫
」
を
「
わ
く
ら
ば
に
（
邂

逅
に
）
」
と
す
る

（
    56

。
岩
間
の
流
れ
に
〈
湧
く
〉
と
掛
詞
を
用
い
、
〈
水
〉
の
流

れ
に
湧
く
〈
あ
わ
〉
を
暗
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
釈
教
歌
に
は
、
〈
水
の
あ
わ
〉

の
和
語
と
〈
う
た
か
た
〉
の
歌
語
の
、
全
体
的
な
二
形
対
立
の
基
調
が
存
在
す

る
の
で
は
な
い
か
。

　

〈
ヨ
ト
ミ
ニ
ウ
カ
フ
ウ
タ
カ
タ
ハ　

カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
が
的
と
し

て
い
る
も
の
と
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ　

タ
ゝ
水
ノ
ア
ハ
ニ
ソ
似

リ
ケ
ル
〉
が
貫
く
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
似
通
い
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
維
摩
経

の
第
一
と
第
二
の
比
喩
を
底
意
と
し
て
い
る
。
〈
ヨ
ト
ミ
ニ
ウ
カ
フ
ウ
タ
カ
タ

ハ　

カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ　

ヒ
サ
シ
ク
ト
ゝ
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
〉
と

は
、
「
身
如
泡
不
得
久
立
」
を
底
意
に
据
え
、
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ

ヒ　

タ
ゝ
水
ノ
ア
ハ
ニ
ソ
似
リ
ケ
ル
〉
は
「
身
如
聚
沫
不
可
撮
摩
」
を
基
調
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

長
明
は
、
公
任
の
歌
に
あ
る
〈
き
え
―
む
す
ふ
〉
の
語
を
借
り
な
が
ら
も

（
    57

、

維
摩
十
喩
の
こ
の
二
つ
の
句
、
「
聚
沫
」
と
「
泡
」
の
語
を
巧
み
に
駆
使
す
る
。

「
沫
」
は
「
泡
立
ち
流
れ
る
水
」
を
言
い
、
「
泡
」
は
「
盛
ん
に
泡
立
つ
よ
う

な
水
の
状
態
」
を
言
う

（
    58

。
更
に
〈
ム
ス
ヒ
テ
（
生
・
産
）
〉
は
、
「
蒸
」
「
結
」

と
同
根
系
統
の
語
で
、
「
ふ
え
つ
づ
け
て
い
く
意
」
を
含
み
、
「
生
ま
れ
出
て
形

を
な
す
も
の
」
「
生
成
す
る
意
」
を
持
つ
と
さ
れ
る

（
    59

。
ま
た
、
発
酵
の
意
や

「
苔
む
す
」
の
よ
う
に
突
然
生
じ
る
こ
と
も
指
す
。
更
に
「
ム
ス
ヒ
」
の
「
ヒ
」

は
、
生
命
の
根
源
の
「
霊
（
火
）
」
を
指
す
。
「
ム
ス
ヒ
」
と
は
、
生
命
・
霊
魂

が
殖
え
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る

（
    60

。
と
す
る
な
ら
ば
、
「
ム
ス
ヒ
」
と
は
、

増
え
続
け
て
い
く
生
成
の
霊
力
を
持
ち
、
〈
カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
と
は
、

一
対
一
の
生
命
の
循
環
で
は
な
く
、
衆
生
が
泡
の
よ
う
に
盛
ん
に
殖
え
続
け
て

輪
廻
し
て
い
く
考
え
方
の
表
れ
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
「
一
日
必
千
人

死
、
一
日
必
千
五
百
人
生
」
の
増
加
し
て
い
く
考
え
方
と
も
合
致
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
〈
朝
ニ
死
ニ　

夕
ニ
生
ル
ゝ
ナ
ラ
ヒ　

タ
　ゝ

水
ノ
ア
ハ

ニ
ソ
似
リ
ケ
ル
〉
と
は
、
此
の
世
に
は
大
勢
の
人
間
が
生
ま
れ
て
来
る
も
、
本

質
的
に
は
互
い
に
触
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
く
一
人
一
人
の
輪
廻
流
転
を
表

わ
し
て
い
る
。
大
勢
の
人
間
が
互
い
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
関
わ
る
こ
と

は
な
く
、
一
人
一
人
は
自
分
の
生
を
力
強
く
生
き
て
い
る
と
言
い
た
い
の
で
あ

ろ
う
。
飛
鳥
井
雅
経
が
「
聚
沫
」
を
「
水
の
わ
く
ら
ば
」
と
し
、
四
句
目
に
「
め

ぐ
る
」
と
強
調
し
た
理
由
も
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
公
任
が
「
聚
沫
と
泡
を
一
つ
に

し
」
て
、
「
こ
こ
に
き
え
か
し
こ
に
む
す
ふ
」
と
表
現
し
た
も
の
を
、
長
明
は

改
め
て
も
う
一
度
「
聚
沫
」
と
「
泡
」
の
精
緻
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
こ
の
避
板
法

を
用
い
な
が
ら
人
間
の
生
命
輪
廻
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

『
方
丈
記
』
は
、
冒
頭
第
一
文
、
第
二
文
、
第
三
文
で
、
ほ
ぼ
全
編
を
通
じ

て
の
内
容
が
決
定
す
る
。
第
一
文
で
は
、
〈
水
〉
が
留
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
て

い
く
〈
ユ
ク
河
〉
に
、
輪
廻
か
ら
の
解
脱
を
暗
示
す
る
。
第
二
文
は
、
揺
れ
浮

か
ぶ
〈
ウ
タ
カ
タ
〉
の
様
子
に
、
群
生
す
る
衆
生
の
終
わ
る
こ
と
な
き
輪
廻
を

言
う
。
そ
し
て
第
三
文
で
、
〈
人
ト
栖
ト
〉
で
全
編
を
貫
く
主
題
が
明
確
に
呈

示
さ
れ
る
。

　

第
二
文
の
〈
カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
は
〈
朝
ニ
死
ニ
夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
に

対
応
し
て
顕
幽
連
続
の
生
命
輪
廻
観
を
開
示
し
つ
つ
、
群
生
す
る
生
命
に
対
し

二
二
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て
の
祝
言
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
〈
死
―
生
〉
の
配
列
は
、
死
と
生

と
が
一
体
と
な
っ
た
根
源
を
土
台
と
す
る
も
の
で
、
一
人
一
人
が
力
強
く
生
き

て
輪
廻
流
転
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
語
の
〈
水

ノ
ア
ハ
〉
と
〈
ウ
タ
カ
タ
〉
に
関
し
て
は
、
維
摩
経
十
喩
の
第
一
句
〈
聚
沫
〉

と
第
二
句
〈
泡
〉
か
ら
の
使
い
分
け
が
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

〈
カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
〈
朝
ニ
死
ニ
夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
の
対
偶
か
ら
、
長

明
が
持
つ
時
間
認
識
と
死
生
観
を
経
て
、
仏
教
的
輪
廻
観
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試

み
た
。
〈
死
―
生
〉
の
配
列
の
考
察
で
、
長
明
は
反
襯
と
並
列
と
、
対
偶
の
性

質
を
選
ん
で
効
果
的
に
対
句
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
分
析
さ
れ
た
。

　

反
襯
の
対
偶
に
乗
り
、
群
れ
生
き
る
衆
生
と
個
人
の
輪
廻
流
転
を
表
現
し
分

け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
長
明
一
個
人
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
結
末
に
収
斂

さ
れ
て
い
く
の
か
、
更
に
深
化
さ
れ
た
思
想
を
次
に
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

注

⑴
小
川
環
樹　

西
田
太
一
郎
『
漢
文
入
門
』
岩
波
全
書　

一
九
九
二
年
二
月　

25
頁

⑵
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
解
釈
大
成
』
昭
和
63
年
９
月　

大
修
館
書
店　

22
頁

⑶
今
成
元
昭
『
方
丈
記
「
朝
に
死
に
、
夕
に
生
る
る
」
の
意
味
す
る
も
の
』（『
国
文
学
』

解
釈
と
鑑
賞
８
‐
３　

一
九
六
三
年
二
月　

182
～
183
頁
）

⑷
今
成
元
昭
「『
方
丈
記
』
―
そ
の
秘
め
ら
れ
た
構
想
―
」（『
国
文
学
』
解
釈
と
鑑
賞

59
（
５
）
一
九
九
四
年
五
月　

28
頁
）

⑸
『
発
心
集
』
で
は
、
全
二
十
五
用
例
が
あ
る
が
、
四
字
熟
語
も
含
め
て
す
べ
て
「
生

死
」
で
あ
る
（
高
尾
稔　

長
嶋
正
久
編
『
発
心
集
：
本
文
・
自
立
語
索
引
』
清
文
堂

出
版　

一
九
八
五
年
三
月
）。

⑹
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
解
釈
大
成
』
昭
和
63
年
９
月　

大
修
館
書
店　

22
頁
～
23
頁
）

⑺
今
成
元
昭
『
方
丈
記
「
朝
に
死
に
、
夕
に
生
る
る
」
の
意
味
す
る
も
の
』（『
国
文
学
』

解
釈
と
鑑
賞
８
‐
３　

一
九
六
三
年
二
月　

182
頁
）

⑻
峰
岸
明
「
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
の
文
章
に
お
け
る
和
漢
の
混
淆
に
つ
い
て
―
和

漢
混
淆
文
の
文
体
分
析
に
関
す
る
試
案
―
」（『
佐
伯
梅
友
博
士
喜
寿
記
念
国
語
学
論

集
』
昭
和
51
年
12
月　

表
現
社　

210
頁
）

⑼
金
井
清
一
「
古
事
記
の
対
偶
的
漢
語
の
訓
読
に
つ
い
て
」（『
記
紀
と
漢
文
学
』
平
成

５
年
９
月　

汲
古
書
院　

26
頁
）
例
え
ば
、
文
選
読
み
の
和
語
対
漢
語
、
カ
ナ
対
漢

字
の
表
記
に
ま
で
及
ぶ
。

⑽
大
畑
幸
恵
「〈
対
句
〉
論
序
説
―
記
紀
歌
謡
及
び
万
葉
長
歌
の
〈
対
句
〉
―
」（『
国

語
と
国
文
学
』
昭
和
53
年
４
月
）

⑾
井
手
至
「
萬
葉
集
に
お
け
る
対
偶
語
の
用
法
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
七
六
年　

五
月
）

　

字
余
り
の
場
合
、
語
頭
に
「
い
」
音
が
来
る
の
を
避
け
る
法
則
が
あ
る
の
で
、「
死
に
」

が
先
に
来
る
現
象
を
促
進
し
た
と
言
え
な
く
も
な
い
（
高
山
倫
明
『
日
本
語
音
韻
史

の
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房　

二
〇
一
二
年　

206
頁
）。

⑿
小
林
真
由
美
「
河
原
寺
倭
琴
面
無
常
歌
二
首
」（『
成
城
文
藝
』
138　

一
九
九
二
年
三

月　

86
頁

⒀
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
②
』　

小
学
館　

二
〇
〇
〇
年
七
月　

437
頁
注

⒁
本
文
に
掲
げ
た
以
外
の
作
品
は
、『
新
撰
和
歌
六
帖
』
一
一
一
五
番
、『
夫
木
和
歌
抄
』

一
七
〇
一
一
番
、『
歌
枕
名
寄
』
九
二
五
二
番
等
で
あ
る
。

⒂
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
拾
遺
和
歌
集
』　

岩
波
書
店　

一
九
九
〇
年
一
月　

267
頁

⒃
玉
上
琢
彌
校
注
『
源
氏
物
語
』
第
八
巻　

角
川
文
庫　

平
成
元
年
８
月　

72
頁

⒄
『
拾
玉
集
上
』
和
歌
文
学
大
系
58　

明
治
書
院　

平
成
20
年
12
月　

276
頁

⒅
岡
村
繁
『
白
氏
文
集
三
』
新
釈
漢
文
大
系
99　

明
治
書
院　

昭
和
63
年
７
月　

320
頁

⒆
「
方
丈
記
」
が
五
七
音
の
和
歌
の
音
数
律
に
関
係
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、

こ
の
部
分
は
六
音
と
八
音
で
あ
る
（
浅
見
和
彦
「
方
丈
記
の
文
体
―
作
品
論
の
手
掛

か
り
と
し
て
―
」『
文
学
』
岩
波
書
店　

一
九
八
四
年
五
月　

27
頁
）。

⒇
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
岩
波
文
庫　

昭
和
48
年
４
月　

146
頁

二
三
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小
川
環
樹
訳
注
『
老
子
』
中
公
文
庫　

昭
和
54
年
２
月　

97
頁

新
釈
漢
文
大
系
８
『
荘
子
』
知
北
遊
第
二
十
二　

明
治
書
院　

昭
和
54
年
11
月　

573

頁余
英
時
「
中
国
人
の
生
死
観
―
儒
教
の
伝
統
を
中
心
に
」（『
死
生
学
研
究
』
第
９
号

二
〇
〇
八
年
三
月
）

　

ま
た
中
国
語
で
は
、
平
・
上
・
去
・
入
の
声
調
の
優
先
順
位
が
あ
る
の
で
、「
生
」

が
優
先
さ
れ
る
。

井
手
至
「
萬
葉
集
に
お
け
る
対
偶
語
の
用
法
」（『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
七
六
年
五

月　

120
頁
）

井
手
至
「
上
代
の
人
々
の
一
日
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
」（『
武
智
雅
一
先
生
退

官
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
昭
和
47
年
２
月　

10
頁
）

近
藤
信
義
『
古
代
の
一
日
と
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
」（
前
編
）』（『
立
正
大
学
文
学
部
研

究
紀
要
』
第
４
号　

一
九
八
八
年
三
月　

72
頁
）

多
田
一
臣
「
古
代
人
と
夜
」（『
語
文
論
叢
』
第
15
号　

昭
和
62
年
９
月　

12
頁
）

近
藤
信
義
「
景
と
霊
―
古
代
和
歌
に
お
け
る
霊
的
な
る
も
の
―
」（『
国
文
学
』
解
釈

と
鑑
賞　

一
九
八
八
年
九
月
53
巻
９
号　

37
頁
）

近
藤
信
義
「
景
と
霊
―
古
代
和
歌
に
お
け
る
霊
的
な
る
も
の
―
」（『
国
文
学
』
解
釈

と
鑑
賞　

一
九
八
八
年
九
月
53
巻
９
号　

39
頁
）

近
藤
信
義
「
景
と
霊
―
古
代
和
歌
に
お
け
る
霊
的
な
る
も
の
―
」（『
国
文
学
』
解
釈

と
鑑
賞　

一
九
八
八
年
九
月
53
巻
９
号　

38
頁
）

多
田
一
臣
「
古
代
人
と
夜
」（『
語
文
論
叢
』
第
15
号　

昭
和
62
年
９
月　

８
頁
）

多
田
一
臣
「
古
代
人
と
夜
」（『
語
文
論
叢
』
第
15
号　

昭
和
62
年
９
月　

10
頁
）

中
田
祝
夫
校
注
「
日
本
霊
異
記
」『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
舘　

60
頁

大
曾
根
章
介
校
注
「
狐
媚
記
」（『
古
代
政
治
社
会
思
想
』　

岩
波
書
店　

一
九
七
九

年
三
月　

167
頁
）

多
田
一
臣
「
古
代
人
と
夜
」（『
語
文
論
叢
』
第
15
号　

昭
和
62
年
９
月　

17
頁　

注

１
）

『
古
語
辞
典
』
岩
波
書
店　

一
九
七
四
年
十
二
月　

25
頁

相
良
亨
『
日
本
人
の
死
生
観
』　

一
九
九
〇
年
六
月　

15
頁

金
谷
治
訳
注
『
荘
子
』
内
篇　

岩
波
文
庫　

一
九
八
九
年
十
一
月　

22
頁
注

　

簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
豊
島
書
房　

昭
和
44
年
２
月　

42
頁

武
田
祐
吉
訳
注
・
中
村
啓
信
補
訂
解
説
『
新
訂
古
事
記
』
角
川
日
本
古
典
文
庫　

平

成
２
年
８
月　

29
頁

神
野
志
隆
光
「
日
本
神
話
に
み
ら
れ
る
生
と
死
」（『
生
と
死
』
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
九
二
年
九
月　

60
頁
）

同
右

佐
藤
正
英
「
黄
泉
国
の
在
り
か
」（『
現
代
思
想
』
青
土
社　

９
月
臨
時
増
刊
号　

一

九
八
二
年　

74
頁
）

松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究
』
第
二
巻　

昭
和
46
年
５
月　

倍
風
館　

484
～
485
頁

国
枝
利
久
「
維
摩
経
十
喩
と
和
歌
―
釈
教
歌
研
究
の
基
礎
的
作
業
（
六
）
―
」（『
仏

教
大
学
研
究
紀
要
』
通
巻
六
十
四
号　

一
九
八
〇
年
三
月
）

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻　

角
川
書
店　

306
頁

久
保
田
淳
校
注
『
千
載
和
歌
集
』　

一
九
八
六
年
四
月　

岩
波
文
庫　

280
頁

四
天
王
寺
會
本
『
維
摩
経
義
疏
』
乾
巻　

昭
和
51
年
10
月　

四
天
王
寺　

82
頁

国
枝
利
久
「
維
摩
経
十
喩
と
和
歌
―
釈
教
歌
研
究
の
基
礎
的
作
業
（
六
）
―
」（『
仏

教
大
学
研
究
紀
要
』
通
巻
六
十
四
号　

一
九
八
〇
年
三
月　

80
頁
）。

杉
田
ま
ゆ
子
「
公
任
の
釈
教
歌
―
維
摩
経
十
喩
歌　

そ
の
発
生
の
機
縁
―
」（『
和
歌

文
学
研
究
』
69　

一
九
九
四
年
十
一
月　

５
頁
）

『
文
字
鏁
』
に
維
摩
経
十
喩
を
引
い
た
箇
所
が
あ
る
（『
鴨
長
明
全
集
』
貴
重
書
刊

行
会　

平
成
12
年
５
月　

421
頁
）

 

『
赤
染
衛
門
集
全
釈
』
私
家
集
全
釈
叢
書
Ⅰ　

昭
和
61
年
９
月　

風
間
書
房　

409
頁

 

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
七
巻　

私
家
集
編
Ⅲ　

159
頁　

角
川
書
店

 

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
七
巻　

私
家
集
編
Ⅲ　

174
頁　

角
川
書
店

 

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
四
巻　

私
家
集
編
Ⅱ　

90
頁　

角
川
書
店

二
四
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『
日
本
歌
語
辞
典
』
大
修
館
書
店　

一
九
九
四
年
七
月　

138
頁　

891
頁

日
葡
辞
書
に
は
、
詩
歌
語
と
あ
る
（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店　

一
九
八
〇
年

五
月　

676
頁
）　

V
a
cu

ra
u

a
. す

な
わ
ち
，

M
a
ren

a
. （

稀
な
）
珍
し
い
（
こ
と
）．

公
任
の
歌
以
外
に
も
〈
き
え
―
む
す
ふ
〉
の
語
は
、
主
語
が
「
露
」
の
歌
に
多
く
見

い
だ
せ
る
。

か
く
て
も
や
き
え
ん
と
お
も
ふ
し
ら
つ
ゆ
の　

お
き
ゐ
て
む
す
ぶ
水
ぐ
き
を
見

よ

『
小
大
君
集
』（『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三　

138
頁
）

朝
露
は
消
え
て
も
暮
に
結
ぶ
め
り　

な
ほ
玉
の
緒
ぞ　

は
か
な
か
り
け
る

木
船
重
昭
『
久
安
百
首
全
釈
』
平
成
９
年
11
月　

笠
間
書
院　

508
頁

天
王
寺
に
ま
う
で
て
か
め
井
に
て
よ
め
る

こ
う
を
ふ
と
き
え
じ
と
ぞ
お
も
ふ
露
に
て
も　

か
め
井
の
水
に
結
ぶ
契
は

『
清
輔
集
』（『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三　

497
頁
）

白
川
靜
『
字
通
』
普
及
版　

平
凡
社　

二
〇
一
四
年　

一
八
九
九
頁
・
一
八
四
〇
頁

白
川
静
『
字
訓
』
普
及
版　

平
凡
社　

二
〇
一
三
年
十
一
月　

705
頁

山
蔭
基
央
『
神
道
の
神
秘
』
春
秋
社　

二
〇
〇
九
年
六
月　

91
頁

　
　

使
用
参
考
文
献

古
田
敬
一
『
中
国
文
学
に
お
け
る
対
句
と
対
句
論
』
風
間
書
房　

昭
和
57
年
６
月

二
五



305『方丈記』冒頭対句考

Betrachtung der Parallelismen am Beginn des Hōōjōki: 
Parallelismus von Tod und Leben

Kumi IZAKI

Der Abschnitt katsu kie katsu musbite zu Beginn des Hōjōki entspricht der Phrase ashita 

ni shini, yūbe ni umaruru. Der vorliegende Aufsatz diskutiert diese Entsprechung vor dem 

Hintergrund der Paaranordnung von „Tod und Leben“ im Altjapanischen. Im Manyōshū findet 

sich nur ein Beispiel von „Leben und Tod“ als kundoku-Lesung; die restlichen drei Fälle sind in 

der Reihenfolge „Tod - Leben“ gehalten. Die Überreste dieser Anordnung im Altertum finden 

sich im Hōjōki wieder in dem Gegensatz von yoru - hiru (Tag - Nacht). Dieser spiegelt die 

japanische Zeitvorstellung wieder, nach der der Tag in der Nacht beginnt und am Abend endet. 

In der chinesischen Zeitvorstellung hingegen beginnt der Tag am Morgen und endet am Abend. 

Dieser Zeitraum wird weiterhin eingeteilt in den Abend yūbe und Morgen ashita wo dunkle 

magische Kräfte auftreten, sowie in die Nacht yoru, in der gute und böse Geister aktiv werden 

und die Morgendämmerung akatsuki, in der die Geister diese Welt verlassen.

Die Gegenüberstellung ashita ni shini, yūbe ni umaruru. drückt die spezifisch japanische 

Weltanschauung zur Beziehung von Diesseits und Jenseits aus. Meiner Meinung nach basiert 

die Auffassung von Leben als das fortwährende Sichtbar- und Unsichtbarwerden von Tod 

und Leben auf dem im Kojiki beschriebenen Besuch von Izanagi im Totenreich (yomi-no-kuni): 

„An einem Tag sterben Tausend, an einem Tag werden Tausendfünfhundert geboren.“ Diese 

Weltanschauung hat sich zweifellos auch bis ins heutige japanische Denken fortgesetzt.

Der Hintergrund der kundoku-Lesung iki shini ist der buddhistische Gedanke des letzten 

Gerichts nach dem Tode; die Paaranordnung von „Tod und Leben“ verweist auf die 

zugrundeliegende Lebensauffassung, bei der Tod und Leben durch Vermischung eine Einheit 

bilden. Kamo no Chōmei drückt mit den Paaranordnungen kie - musubite und ashita ni shini - 

yūbe ni umaruru seine Glückwunsche gegenüber dem geborenen Leben aus und bezieht sich auf 

den starken Kreislauf des Lebens jedes einzelnen Menschen.

二
六
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